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町(>0) (i = 1，"・"，N)を持っとする。ーステップ毎にN粒子の中から二粒子をランダムに選択
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この式からp→∞で漸近的に成り立つモーメント式は自己無撞着に次のように決定される。
μ:p = exp(α，p2) ， α=亙竺21切1. (4) 
この結果は数値計算やシミュレーション結果とも一致した。この漸近モーメント式(4)をメラン変
換することにより、確率分布関数世(c)は次のように決定される。
rl+i∞ 1 . ( (ln~)2\ 町 n-. I J.ls_l~-sds :::一一一expI -\-:~I I んz∞:::J4a1r~ exp ¥ -4αj (ご:>>1). (5) 
従って、山く Oのとき確率分布関数の裾野は分散αの対数正規分布になることが分かつた。また、
現実的な系においては一般に相互作用が弱く、系の成長率が小さい(0く β<< ，~ 1)事が多い。
このとき、対数正規分布の分散と系の成長率の聞に比例関係が成立する。
1μ1μW. 
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